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今年の潮干狩りは 6 月 16 日。前日に広くかかっていた雨雲が去ってこの日はよく晴れました。

潮干狩りが待ち遠しくて仕方のない水越さんに何度となく聞かれていました。「なんで去年と違っ

て今年は 6 月なんですか？」「出発時間が少し早いのはなんでですか？」年中行事の多くは似た感

じに繰り返されますから、疑問に思うのもわかりますが、「潮干狩りができる時間は太陽と月の都

合で決まります」（この後には太陽暦のカレンダー

と、潮の満ち引きの話に続きます。）結論を先にいっ

てしまうと、6月が良かったのか天気が良かったの

か、とにかく今回はよく採れました。回を重ねてき

て、みんなの上達もあります。思い返してみると、

記念すべき第 1 回には花房さんの網の中にはヤド

カリがたくさん入っていたり、花田さんは中身のな

い貝のからばかりを採っていたりとか。よく掘って網に貝が貯まっていれば大丈夫だろうと、食卓

で見なれているから中身のない殻をとりはしないと決めつけていました。甘かった。（今となって

は面白い思い出です）翌年からはみんなの網の中をチェックして、最近は小さすぎる貝はとらない

という事も教え始めました。環境問題もありますし、食べる分が少なくもったいないですし。 

掘り始めたら、幸坂さんなど一人で問題なく採れる人は各々に任せ

て、自然との対話を楽しんでもらって、田沢さんなど一人で問題な

く採れても人間との対話を楽しみたく寄ってくる人とは一緒に探

して。鄭さんは毎回のようにあまり掘りません。他人が掘ったと

ころを拾います。田畑を掘り返すとサギなどの鳥たちが虫をつい

ばみにやってくる感じです。しゃがみもせずにニコニコ笑顔でこっ

ちをみたり、フンフンうなずきながら近くに立ったりもします。本当は

単純に収穫をわけてもらいたいのです。せめて拾いましょう。大塚さんは反対によく掘ります。言

わなければ立たないで同じところをずっと掘っています。小さな貝も、開いた貝も集めます。（鄭さ

んはその辺りの判断は完璧です。）網に貯まってくると確認しづらくなってきて、大塚さんには別

のバケツに集めてもらうことにしました。これなら確認が重複しません。問題点は、彼にバケツと

網の両方を持たせると網に貝を入れてしまうので、僕が持たなくてはならず自分の網と大塚さんの

網がゴチャゴチャになることです。まぁ、二つとも一杯になれば良いということで。1時間ほど経

ったころには、（追加料金の発生しない分だけ）取り切った人が出てきて、そこからは少なめの人の

ために採ってくれました。そうです、これまでは時間で区切って終わらせていた潮干狩りが、全員

がいっぱい採ったことで終えたのです！この満足感は素晴らしい。まだ帰りたくない未練もなく、

あの人は僕より少ないという優劣もつかない。 

 帰りのバスで水越さんは「アサリがたくさん採れて、（葦の会以外の参加者と）話ができて、海ほ

たる（サービスエリア）にも行けて、こんな良い日はないね。また来年も行きたいね」とお酒を飲

んだかのような上機嫌でした。正直今回ほどアサリが採れるのか心配ですが、それは太陽と月の都

合ということで、また来年も行きましょう。                    （楢崎） 

2019 ７月号 リード・エー通信 
NO.４３４  編集発行 

（社福）リード・エー事務局 

０３－３８５７－８８３９ 
http://www.reed-a.org   

《大漁だ～！！ 大満足の潮干狩り！》 

 

mailto:master@reed-a.org
http://www.reed-a.org/


2 

 

作業所日記                                島田 洋一 

初めまして。今年 1 月から入職しました島田洋一と申します。以後よろしくお願いいたします。

6月頃からとても暑い日が多くなってしきましたね。梅雨の湿気もあいまってメンバーの皆様も通

勤の道中が大変になってきたと思います。朝、家を出発するまえにしっかり水分を補給してくださ

いね！この通信を読まれる頃は梅雨の真最中で蒸し暑く雨ばかりの天気かもしれませんが…。さて

相変わらず葦の会ではたくさんのお仕事の依頼をいただき、内職・畑・花売り・除草・公園清掃な

どのお仕事で毎日がとても忙しく私自身が 1 日 1 日を無事に終えるために精一杯です。毎月初め

の週の定番のお仕事には『ぱど』のポスティングがあり、体力的にはハードで

す。私も何度もポスティングに出ましたが、900 部を配り終えるころに

はもう何も喋る元気はありません…。ポスティングでは宮島さん・毛利

さん・松本さん・花田さん・斎藤さんたちと一緒にお仕事させていただ

きました。宮島さんとコンビを組むことが多いのですが、お互いに 10

㎏以上(私の体感 20 ㎏)にちかいチラシを担ぎ数キロ歩きまわるのです

が、宮島さんの凛としたポスティング姿には惚れ惚れさせられます。決

して疲れを見せず、ハイペースで、丁寧な仕事ぶり。担いだぶんを配りき

っては作業所まで、またチラシを補充しに行く動きを繰り返すためかなりの

移動距離になり、15 時のおやつタイムもポスティング先の公園などで過ごします。やっとの思い

で 900 部すべて配り終え、喜びを分かち合おうとした次の瞬間‼圧倒的スピードですでに宮島さ

んは作業所へ向かっています。プロです。体力の限界をとうに超え置いて行かれる私はいつも彼の

背中を100メートル～200メートル以上後方からぼんやりと見つめています。いつの日かお互い

の労をねぎらいながら一緒に作業所に帰りましょう。 

蒸し暑さが日に日に増していく中で葦の会の大仕事の1つに北療育センタ

ーの除草作業があります。GW 明けの時期から職員の秋葉さんを中心とし

て10名程度で定期的に遠征し、広大な敷地を1日中除草しています。こ

のお仕事は秋まで続き参加するメンバーも除草が得意な人たちが多いとは

いえ、何度か私も参加していますが、はっきり言って大変過ぎるお仕事で

す！！！葦の会の除草は、プロの庭屋さんたちが、公園や土手で行っている

機械だけで行う除草ではありません。鎌や手でとても手間をかけて根っこか

ら抜くので、機械除草より1000倍大変です。しかし、人の手が入り丁寧に除

草された庭は確実に次の草が生えてくるタイミングが遅くなるので、仕事の質としてはとても良い

ものになります。こういったお仕事を行っていることはとても誇らしいことなので除草に参加して

いるメンバーさん、参加されていないメンバーさんも、こんなにすごい仕事してますよ！って周り

の人たちにぜひ自慢してくださいね☆ 

では、体調を崩さないように気を付けて、7 月も皆で全ての仕事が質の高いものになるように、

頑張りましょう。 

 

 

 
                             

カルチャー教室 今後の予定 
 

   さをり ７月 ６日・２０日         陶 芸 ７月１３日・２７日  

習 字 ７月  ３日・２４日         水彩画 ７月１２日・２６日 

音 楽 ７月１８日 
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5 月 30 日、暑すぎず寒すぎず、気持ちのいいお天気の中、群馬県館林にある「東武トレジャー

ガーデン」に遠足に行ってきました。 

竹ノ塚駅から目的地の最寄り駅（茂林寺前駅）まで約 1 時間半電車に乗りま

す。請負業者さんに遠足の事を話すと、「群馬県まで電車で行くの！？遠いね

～。行けるの～？」なんて心配されていましたが、２回の乗り換えもスムー

ズに行い静かに電車の旅を楽しみました。茂林寺前駅に到着してから 10 分

ほど歩いて、早速昼食です。「もり陣」というおうどん屋さんで、まゆ玉うど

んと釜めしのセットをいただきます。シルクパウダー入りのキラキラ輝いてい

るおうどんで、コシがあってとても美味しかったです。ここの「もり陣」のご主

人、なかなか味のある楽しい方！うどんの由来等のお話をしながら、一人一人に手渡しで“まゆ玉”

をプレゼントしてくれました。そして、そのまゆ玉を使ったマッサージを教えてもらいました。「や

ってみたい人！」と聞かれ、松本さん・大塚さん・荒木さんが率先して手を挙げて、ご主人に肩や

腕をコロコロしてもらっていました。花田さんは頭をやってもらい、とてもご機嫌でした。まゆ玉

でコロコロしたところは、なんとなくスベスベになったような気がしましたよ。お土産として持ち

帰ったので、お家の人にもやってあげてくださいね！ 

美味しい昼食の後は、20 分ほど茂林寺の前や沼の周りを歩きま

す。カッコウやウグイスが鳴くのどかな所をのんびりと歩き、とて

も気持ち良かったですね。途中にかわいい狸の置物があったりして、

「誰かのお腹みた～い」なんて言ってる人がいました・・・。 

さあ、東武トレジャーガーデンに着きました。入るなり、白い小

さいバラと濃いピンクのバラがお出迎えしてくれました。みんなもテン

ションが上がって「わー！きれい！！」と歓声が上がります。楢崎さん・鄭さんを先頭に、園内散

策開始です。ほんと、様々な形と色のバラがありますね！こんなに種類があるんだな～とビックリ

しました。右も左も上もバラ！！みんなもどこを見ていいのかわからないくらいキョロキョロして

いました。ショッキングピンクの鮮やかなバラや薄いピンク色や白いバラのトンネルでは、写真を

撮ってる人がたくさんいましたね。私も何人かのメンバーさんをＥＸＩＬＥのチ

ューチュートレイン風に撮ってみたりしました。(*^-^*)   

 薔薇の匂いも様々。私が気に入ったのはライチのような匂いのバラです。

みんなにも順番に嗅いでもらいました。松本さんは「ん～ とってもあま～

い匂い！蜜の匂い！」と、食レポのようなコメントをしてくれました。 

 「美智子上皇后様ゆかりのバラを探したいから行こうよ！」と声を掛けま

した。安部さん・今井さん・田沢さんがすぐにのってくれて、ひとつひとつ薔

薇の名前を見て報告してくれます。なかなかみつかりませんでしたが、入り口近

くで「エンブレス・ミチコ」という薄いピンクの薔薇をみつけました。もう一つあるはずでしたが、

結局わからず。またの機会となりました。残念。 

帰り道はちょっとルート変更して湿地帯の中を歩いて行きました。板の上を渡ったり、背の高い

草に囲まれる中を歩いたりして、ちょっと冒険気分。斎藤さんは「なんかいいね」と何度も言って

いました。分福茶釜で有名な茂林寺にも少し立ち寄ることができました。 

帰りの電車では眠っている人が多かったですが、無事に 2 回の乗り換えも終え、竹ノ塚に着きま

した。天気も良く青空だったので、写真を撮った皆さんは素晴らしい出来になったでしょうね！ 

【バラに囲まれて 東武トレジャーガーデン 遠足👣】 

（高島） 
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木箱原材料費
利用者工賃
製材職員給与
その他
支出計 

就労支援事業収支差額

社会福祉法人リード・エー
就労支援事業資金収支内訳書

自　2018年 4月 1日　　至　2019年 3月31日  （単位千円）

就
労
支
援
事
業

花販売
木箱販売
請負
収入計 
花原材料費
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【あしの家西新井】                            石井 路代 

梅雨に入った途端に大雨になり、今年も豪雨の多い梅雨なのかと心配しました。潮干狩りの前日

も雨が強く降り、当日はどうなる事かと心配をしていましたが、天候に恵まれ風は強かったようで

すが、爽やかな気候での潮干狩り行きとなりました。いつもの土曜日は自宅に帰る裕さんですが、

潮干狩り行きの為、前日はホームに泊まりました。潮干狩り後一度ホームに戻り、「たくさん採れた

～」とあさりを見せてくれ、帰り支度をし、お土産のお菓子とあさりを持って自宅に帰

って行きました。和也さん、明久さん、仁さん、勝さんもたくさんのあさりを持って、

笑顔で戻って来ました。みんな頑張ったのですね)^o^(  和也さんと明久さんが持ち

帰ったあさりは急いで洗い、和也さんにお母さんの所に届けてもらいました。喜んで

受け取って頂きました。奥さんは土曜日の病院受診後自宅へ帰り、お母さんの為にカ

レーライスを作ったそうです。頑張っていますね(^^)v スタッフも頑張って美味しい食事作りを

しますので、これからやってくる夏を一緒に元気に過ごしましょうね。 

 

【あしの家西伊興】                            佐藤 美津子 

うっとうしい梅雨に入り、メンバーさんが通所途中でぬれてしまわないか心配です。なのでメ

ンバーさんはポンチョを着用して、合羽ズボンや長靴を履き、長傘をさすといったいでたちで出

勤しています。雨が降らない日は日差しが強く女子三人は毎朝、日焼け止めクリームを塗って出

かけます。男子三人はすでに腕や首などが真黒く日焼けしてたくましいです。 

16 日に潮干狩りがありました。天候に恵まれて青木さん、田沢さん、増田さ

んは沢山あさりを採って来てホームに持ち帰りました。酒蒸しやみそ汁といった料

理にしていただきました。とてもおいしかったですね。昼食は、海ほたるで好き

なメニューを選んでたべて、大満足だったようです。花田さんは採ったあさりをお

家に持ち帰り、妹さんやお母さんと一緒に食べたそうです。松本さんはお母さんと一緒に参加し

て、たくさん採ってお家で食べ、食べきれなかった分は、冷凍した！と言っていました。安部さ

んはお家に帰ってお墓参りに行ってきました。お墓をきれいに掃除してお花を供えて来たそうで

す。よかったね。 

この季節蒸し暑さが続きますが、皆さんが体調を崩さないよう見守っていきたいと思います。  

 

 

 

 

【日にち】８月 ３日（土）～８月 ４日（日） 
            １泊２日 ４食付 往復大型バス 

３日 ８時４５分 作業所集合 9 時出発 

  ９時 舎人ライナー江北駅集合  9 時 15 分出発 

        ４日 １７時ごろ帰着予定 

【宿泊場所】民宿「じんべえ」千葉県南房総市久枝 454 （TEL 0470-57-2614） 

【費用】おひとり １３，０００円（全て込み） 

【申込】リード・エー葦の会作業所 03－3857－8839（池田まで） 

（準備の都合上７月２０日までにご連絡ください  

お申し込み頂いた方には、詳しい「夏旅行のしおり」をお渡しします。 
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畑日誌                                   中江 聡 

 ６月は、畑で育てていたじゃがいもの収穫を行いました。久保さん、松本さん、奥さん達が手伝

ってくれて、たくさんのじゃがいもを取ることができました。取れたじゃがいもは、『メイクイン』

と、皮が赤くサツマイモの甘みがあるという『ベニアカリ』の２種類です。そして、その日は、取

れたばかりのじゃがいもを竹ノ塚センターの花売りに持っていきました。やはり、赤いじゃがいも

は、お客様の目にとまりやすいようで、たくさんの方が足を止めて下さいました。「これ、じゃがい

もなの！？」「朝採れ、いいわね」と大盛況でした。翌週の花売りでは、じゃがいもを買ってくれた

お客様から「おいしかったわよ」とお褒めの言葉を頂きました。 

 また、畑では、腐葉土となる落ち葉の山を新たに作り

ました。９０ℓのビニル袋いっぱいに入っている落ち葉

を腐葉土のエリアまで運び、袋を開け、広げていきます。

袋がやぶれて運びにくいものや、雨と泥で汚れているも

のなどがいくつもありましたが、それらの袋を毛利さん、

荒木さんが何往復もして、運んでくれました。運ばれて

きたものを斎藤さんが、袋から出して、（落ち葉を分解す

る微生物のエサとなる）米ぬかを撒いて、混ぜていきま

す。３人とも服やズボンが汚れるほど、頑張ってくれたおかげで、とても大きな落ち葉の山が完成

しました。今後は、この山を切り返したり、さらに落ち葉を足したりして、栄養満点手作り腐葉土

を作っていきます。 

 次に花の仕事では、トウガラシのポット上げを本多さんが

行いました。このトウガラシの種は、昨年育てていた花から

採取し、保存していたものを撒き、芽が出たものなのですが、

その種取りを行ってくれたのも本多さんでした。ポット上げ

でも、たくさんの量がありましたが、どれも丁寧に植えてく

れました。また、植え替えでは、メランポジウムやインパチ

ェンス、ジニア等を白井さんと野尻さんがたくさん行ってく

れました。 

 そして、畑の庭では、松村さんが、恒例のガウラ切りを行ってくれました。定期的に行ってくれ

ている剪定なので、慣れたものです。スムーズに作業が進みます。また、その時に出る剪定ごみや

北療育センターでの除草作業で出たごみの処分もたくさん行いました。この処分作業ですが、剪定

用のはさみを使って、手動で行うのがとにかく好きなのは、清水さんです。普段は、この作業を率

先して行ってくれますが、今回は、さすがに大量なので、細断機を使って、処分していきます。田

沢さんが袋を開けたり、燃えるごみをまとめてくれたり、手伝ってくれました。北療育センターで

の除草を行っている期間は、この処分作業が特に多いので、ごみがたまらないように気を付けたい

と思います。 

 

  

 

 

＜花売り情報＞  
７月 ４日（木）・１６日（火）・２４日（水）竹ノ塚センター 

７月１０日（水）ビッグ・エー花畑店      ７月１１日（木）ベルクス南花畑店 

７月１７日（水）ビッグ・エー南花畑店     ７月１８日（木）ベルクス古千谷店  

 



8 

 

 

３日  早いもので、令和に代わって１カ月が過ぎた。箱作りが忙しい今日だ。陽気のせいか和也君

が調子を崩す！？ 

４日  相変わらず忙しい箱作りは、銀杏箱だ。昨日より午後だけの仕事に来ている、関根さんは元

気だ。皆の名前を覚える姿が嬉しい俺が居た。 

６日  暑い一日！畑の手伝いで、ハウス内で花田君と植え替えの仕事をする俺が居た。今日は風

も無く「良い汗かいたね！」 

７日  今日は、午後より雨の北療育センター草取りに行く。カルチャー水彩は、落

ち着かない桑原君が居た。区展に出す絵は大丈夫？ 

10日 雨の俺達、Ａ班畑作業になった。段々と強くなってきて、カラフルな合羽を

着たメンバーが歩く。ホームは、本間さんでサッカーの事で盛り上がる。 

１２日 さて、昨日と同じに北療育センターに草取りに行く。午後の芝では、クローバー抜きを幸

坂君と上手に抜く俺が居た。 

１３日 今日の畑では、増田さんと植え替えの仕事「ケイトウ」だ。午後の暑い畑では、少しの日

陰を探して二人で動いての仕事で、今日は畑日和だと思う。 

１４日 竹ノ塚自転車掃除、久々のヒット２０台！配達にトラックが必要なため、内職は勿論だが、

自転車も配達するので本当に忙しい今日だ。「助人」の大久保君と花田君も居たが全部は

終わらなかった。 

１７日 月曜日の仕事と言うやつは、どうも今一つ調子が乗らない。俺自身、遅刻をしたしつまら

ない事で怒っている俺が居た。 

１８日 今日より三日間の実習生が来た。高校２年生の女子だった。俺が思うに実習生にやたらと

話しかけているのは、水越君だけではないか。来たばっかりで不安もあるような感じだ。

話しかけるのは良い事だと思うけど、話の内容にもよる・・？ 俺・松本君と花房君は畑

の手伝いに行く。作業は秋葉さん達と「ジャガイモ堀」だった。今日は作業所よりも畑の

方が好きかも！沢山収穫したジャガイモは中江さんが花売りに持って行った。なんだかな

ー？！作業所皆で食べれば・・とも思うが・・・秋葉さんと二人で、その事について話し

たけど何か納得がいかない俺が居た。 

２０日 今日も一日北療育センターへ草取りに行った。カルチャー音楽あり、今日で２

回目だ！そして、先生より宿題を頂く。それは、キチンと押さえられていない

コードを覚える事。次回からやる曲は「ジャンバラヤ」と「５００マイル」だ。

５００マイルは俺が弾きたかった簡単な曲だ。 

２１日 今日は一日箱作りだ。午後の陶芸では、またまた斎藤君と同じものを作る事になった俺。 

一つ違うのは、斎藤君は型紙を取っての作業で俺は型紙無しで何も見ないところだ。水越

君に上手だと言われ気分が良い、どうやって作るのか教えて？だって。また、オリジナル

では無くなった気がする。そう言えば、昨日はエアロビ出来なかった。いつも一緒の斎藤

君は、増田さんとやったらしい…？ 

  

 

 

 

奥君日記より （2019 年 6 月）  

編集後記 
以前「ハンナ・アーレント」という映画を見た際、彼女が言った「考え続けることの大切さ、考える事

を放棄した凡庸なる悪が虐殺を生んだ」という言葉に衝撃を受けたが、先日「茶色の朝」と言う本を読ん

だ。適当な言い訳をしつつ「茶色」を受け入れていく事の怖さ。疑問を持ち続けなければ‥考えなければ。

とても短い寓話です。ぜひ読んでみてください。（池田） 




